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ダイヤモンド，DLC，ナノカーボン等の基礎研究・応用技術の明日を拓く！
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Cu（111）薄膜上に成長した単層 hBNの配向グレイン（左）とそのモデル図（右）
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「NEW DIAMOND」第 150 号刊行記念ファイル（全 153 号）販売のお知らせ（63 ページ参照）

本号では，多結晶ダイヤモンド焼結体（PDC）の岩盤掘削用ビット（写真からはサボテンの
ように見える物体）が気になりました．PDCカッタが装着された小玉スイカほどの大きさのビッ
トがゴリゴリと力業で岩盤を掘削するシーンを，ぜひ，動画で見てみたいです .光学顕微鏡で
も見えない大きさの組織からなる PDCがもつメカニカルな特性が，どうやったら 100％発揮で
きるか？　考えるのは，なかなか厄介なことなのだろうと想像しました．

PDCといえば，ナノ多結晶ダイヤモンド（NPD）をはじめ，ダイヤモンド関連の研究で何
度となく本誌へご寄稿いただきました愛媛大学地球ダイナミクス研究センター長の入舩徹男先
生が，2021年度 Bridgman Awardを受賞されました．この場をお借りしてお祝い申し上げます．
AIRAPT（高圧力の科学と技術に関する国際会議）開催が延期となっていたため，2年越しの授
賞式となりました．本号の『学会だより』でも愛媛大学境先生からご報告がありますので，ぜ
ひご覧ください．28th AIRAPTはエディンバラでの開催ということもあり，多くの日本人が参
加しました．オープニング時は皆さんマスクなどして慎重に行動していましたが，懇親会では
各国からの参加者の皆様と打ち解けて，ウィスキーで乾杯したり，スコティッシュダンスを踊っ
たり，すっかりあれを忘れて楽しんでしまいました．帰国の途に就く頃には，筆者の知る限り，
ほとんどの参加者が発症．でも，すでに5類だったこともあり，羽田到着後は何の拘束もなく三々
五々．諸々忘れられない会議となりました．AIRAPTのみならず，高圧関係の学会では，この
ところ，ダイヤモンドに関する研究発表件数が低迷しており，会員の皆様への情報提供が難し
くなっていることがとても残念です．「高圧を使わなくても単結晶のダイヤモンドを合成でき
るようになった」，「どこかの国がダイヤモンドをつくりすぎてその価格が暴落した」などの話
を聞くと，ダイヤモンドの研究は別の次元へと移ったかなと思います．
“高圧 ”ついでにご紹介すると，高圧討論会は今年で 65回を迎えますが，初めて盛岡で開催
することになりました．米ニューヨークタイムズ紙が令和 5年 1月 12日に発表した「2023年
に行くべき世界の 52箇所」で，盛岡市はロンドンに次いで 2番目に選ばれました．そういえば，
最近は外国人が町歩きをしているシーンをよく見掛けます．盛岡市は古くは「不

こ

来
ず

方
かた

」と呼ば
れておりましたが，近世初頭に南部氏が城を築く際，繁栄する緑の杜にちなんで「盛岡」と改
められました .その後，杜陵（「もりおか」の当て字で「とりょう」と読むのが一般的）とも呼
ばれるようになりました．その名のとおり，盛岡は自然豊かでありながらも，古き良き城下町
の風情が漂い，閑雅さと活気がほどよく調和している街です．明治期以降，新渡戸稲造，米内
光政，金田一京助，原敬をはじめ，多くの人材を輩出しました．盛岡高等農林学校（現在の岩
手大学農学部）在学中の宮沢賢治の足跡もしっかり残っています．街は戦災，震災に遭わなかっ
たことで，明治期から大正期につくられた建物が現存します．例えば，岩手銀行赤レンガ館は
明治 44年に落成，平成 24年まで営業していました．東京駅の設計で知られる辰野金吾による
もので，東北地方に唯一存在する作品です．皆様のご来盛を心よりお待ち致しております．
以上，『高圧のあれ・これ』でした．
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表紙のことば

岩盤掘削用のPDCビット（上），
六方晶窒化ホウ素の多層膜と電
子顕微鏡写真（下）
上図は，多結晶ダイヤモンド

焼結体（PDC）カッタを用いた
岩盤掘削用のビットで，近年，
石油井などの掘削では多く使用
されている．ビットボディ上に
複数の円柱形状の PDCカッタが
配置・固定されている．右側の
ビット外周は直径 216 mm（8.5
インチ）のビットである（本文
11～ 15ページ参照）．
下図は，大面積の多層の六方

晶窒化ホウ素（hBN）のシート
の写真（左）と電子顕微鏡写真
（右）．左の多層 hBNは Fe-Ni合
金箔上に，ボラジンを原料とし
て化学蒸着法で合成した後，シ
リコンウェーハに転写したもの
で，大面積のデバイス応用が期
待できる．右の電子顕微鏡から
は，B原子の上に N原子が位置
する AA′積層を有することがわ
かった．
裏表紙は，Cu（111）薄膜上に

成長した単層 hBNの配向グレイ
ン（左）とそのモデル図（右）．
左図は hBN合成後に大気中で加
熱したもので，hBNで覆われて
いないエリアは酸化して黒く見
えるが，hBNの下はガスバリア
性のおかげで金属光沢を保って
いる（本文 6～ 10ページ参照）．


